
 

 

 

 

月日が経つのは早いもので、平成２７年も残すところわずかとなりました。何かとあわた

だしい時期ですが、保護者の皆様には本校教育推進への変わらぬご理解とご協力をいただき、

本当にありがとうございました。昨日今日と（希望）個人懇談会を持たせていただき、お子

様の成長の様子について担任よりお話をさせていただきました。 

また、交通安全ボランティアの皆さんには、毎日の登下校を見守っていただき、安全に通

学することができました。皆様方には大変お世話になりました。 

 

 さて、いよいよ２３日から子ども達が楽しみにしている冬休みが始まります。 

 学校では、「冬休みのせいかつ」をもとに規則正しい生活や学習、遊びなど安全で楽しい

冬休みが過ごせるよう指導しています。冬休みは、今年一年の生活を振り返ったり、新しい

年への希望に満ちた生活設計を立てたり、大掃除や地域行事に参加しふれあいを通して子ど 

も達に家族や地域の一員であるという自覚や役割を高めさせたりする良い時期です。 

 なお、１２月２９日（火）から平成２８年１月３日（日）の間、学校は閉めさせていただ

きます。 

＊冬休みは１２月２３日（水）天皇誕生日から平成２８年１月７日（木）までです＊ 

 

冬休みに家に持ち帰るので、いっしょに読んで下さい。 

 夏休みと同じように「わたしたちの道徳」を家に持ち帰ります。２年間使うものですが、この本には読み

物やコラム、ことわざ、人物紹介などなど大人が読んでも興味深いものがあります。一緒に読むことで、

感じたことや考えたこを話し合い、生活の改善を図ったり友だちとの悩みを

解決できたりして親子をつなぐ道具になるはずです。 

 私は、本校の子どもたちの学力を向上したいと思っていますし、職員も授

業の改善に一生懸命取り組んでいます。しかしながら、勉強をすべき子ども

たち自身に「向上心がなかったり」「公共心や公徳心がなかったり」では努

力は一方通行です。 

 かしこくなる前に、 

良き人になっていくこと 

が大切です。  

一緒に読んだ感想文をいただけるととても嬉し 

いです。一言メッセージなどまた紹介させてください。 
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